
緊急災害に対する取組みに関する調査（調査票１）

【Q1 学校における取組みについて】

Q１-１

Q１-２

平成29年度実施状況 回

平成30年度実施状況 回（予定を含む）

Q１-３

火災

地震

津波

その他（↓具体的に記載してください）

Q１-４

地域で行われる避難訓練に学校として参加している

自治会等の場において、防災に関して定期的に協議を行っている

その他（↓具体的に記載してください）

地域と連携した取組みを実施している　⇒ Q1-4も回答してください

貴校において、緊急災害時における生徒の安全確保のため、どのような取組みを行っていますか。該

当する項目に「１」を記入してください。［複数回答可］

≪Q１-１で「避難訓練を実施している」と回答された学校にお聞きします。≫

避難訓練の実施状況を教えてください。

≪Q１-１で「地域と連携した取組みを実施している」と回答された学校にお聞きします。≫

該当する取組みに「１」を記入してください。［複数回答可］

校内にAED（自動対外式除細動器）を設置している  ⇒ Q3-1(シート3)も回答してください

緊急地震速報受信システムを設置している

校内に自家発電装置を設置している

生徒･教職員が帰宅困難となった場合等に備え、水・食料などの物資を備蓄している

防災教育を実施している　⇒ Q1-5、Q1-6、Q1-7も回答してください
（避難訓練とともに講義等を行っている場合も含みます。）

生徒や教職員に対し災害時にとるべき行動を周知している

≪Q１-１で「避難訓練を実施している」と回答された学校にお聞きします。≫

どのような災害を想定した避難訓練ですか。該当する項目に「１」を記入してください。

学 校 名

ご 担 当 者 名

連 絡 先

災害対応マニュアル等を策定している
（法人等が策定したマニュアルがあり、そのマニュアルに基づき災害対応する場合も含む）

避難訓練を実施している　⇒ Q1-2、Q1-3も回答してください

⇒ Q2-2、Q2-4(シート2)も回答してください 



Q１-５

生徒向けに防災教育を実施している

教職員向けに防災教育を実施している

Q１-６

年1回

年2,3回（半年又は学期ごとに1回）

年4回以上

Q１-７

防災教育に関する指導計画を作成し、計画的に防災教育を実施している

関連する教科等において、「防災」に関連する内容を取り上げた授業を展開している

総合学習の時間等において、「防災」をテーマとした体験学習や授業を展開している

特別活動において、避難訓練等を実施している

外部の専門家を招へいして、講演会等を実施している

その他（↓具体的に記載してください）

※調査票１～５すべてにご回答ください。

≪Q１-１で「防災教育を実施している」と回答された学校にお聞きします。≫

防災教育の内容について、該当する項目に「１」を記入してください。［複数回答可］

≪Q１-１で「防災教育を実施している」と回答された学校にお聞きします。≫

防災教育の実施する頻度について、該当する項目に「１」を記入してください。

≪Q１-１で「防災教育を実施している」と回答された学校にお聞きします。≫

防災教育の対象者について、該当する項目に「１」を記入してください。［複数回答可］



緊急災害に対する取組みに関する調査（調査票２）

0

0

0

【Ｑ２ 帰宅困難となった場合の対策について】

Q２-１

決めている

決めていない

Q２-２

飲料水 ⇒ Q2-3も回答してください

食料 ⇒ Q2-3も回答してください

医薬品（マスク等の衛生用品を含む）

懐中電灯、ろうそく等

ヘルメット、防災頭巾、軍手等

寝袋・毛布（ブランケット類）

衣類

簡易トイレ

テント、シート類

その他（↓具体的に記載してください）

Q２-３

飲料水 名分

日分

食料 名分

日分

学 校 名

ご 担 当 者 名

連 絡 先

貴校において、生徒や教職員が災害により帰宅困難となった場合の対応について、災害対応マニュ

アル等で何か取り決めをしておられますか。該当する項目に「１」を記入してください。

≪Q１-１(シート１)で「生徒･教職員が帰宅困難となった場合等に備え、水・食料などの物資を

備蓄している」と回答された学校にお聞きします。≫

備蓄している物資に「１」を記入してください。［複数回答可］

≪Q２-２で「飲料水」「食料」を備蓄していると回答された学校にお聞きします。≫

飲料水と食料の備蓄量を教えてください。



Q２-４

学校

生徒・保護者

その他（↓具体的に記載してください）

Q２-５

決めている

決めていない

Q２-６

ある　⇒ Q2-7も回答してください

ない　⇒ Q2-8も回答してください

Q２-７

年内に備蓄を行う予定

年度内に備蓄を行う予定

未定

Q２-８

保管場所として使用できる土地建物等が確保できない

保管場所を設置する資金がない

市町村等から配送を受けることになっているなど、援助物資が確実に確保できる

備蓄すべきもの、または、備蓄すべき量が不明

その他（↓具体的に記載してください）

※調査票１～５すべてにご回答ください。

≪Q２-６で、備蓄を行う予定が「ない」と回答された学校にお聞きします。≫

備蓄を行わない理由として該当する項目に「１」を記入してください。［複数回答可］

≪Q１-１（シート１）で「生徒･教職員が帰宅困難となった場合等に備え、水・食料などの物

資を備蓄している」に回答されなかった学校にお聞きします。≫

帰宅困難となった場合に備え、今後、物資の備蓄を行う予定はありますか。該当する項目に「１」を

記入してください。

≪Q２-６で、備蓄を行う予定が「ある」と回答された学校にお聞きします。≫

備蓄はいつ頃、始める予定としていますか。該当する項目に「１」を記入してください。

貴校では、生徒や教職員以外の一般府民の方が帰宅困難となった場合の対応について、何か取り

決めをしておられますか。該当する項目に「１」を記入してください。

≪Q１-１(シート１)で「生徒･教職員が帰宅困難となった場合等に備え、水・食料などの物資を

備蓄している」と回答された学校にお聞きします。≫

備蓄している物資の購入費用は誰が負担していますか。［複数回答可］



緊急災害に対する取組みに関する調査（調査票３）

0

0

0

【Ｑ３ AEDの設置等に関する取組状況について】

Q３-１

実施している　⇒ Q3-2も回答してください

実施していない

Q３-２

平成29年度実施状況 回

平成30年度実施状況 回（予定を含む）

Q３-３

ある　⇒ Q3-4も回答してください

ない

Q３-４

年内に設置する予定

年度内に設置する予定

未定

※調査票１～５すべてにご回答ください。

≪Q３-３で、設置予定が「ある」と回答された学校にお聞きします。≫

設置はいつ頃を予定していますか。該当する項目に「１」を記入してください。

学 校 名

ご 担 当 者 名

連 絡 先

≪Q１-１（シート１）で「校内にAEDを設置している」と回答された学校にお聞きします。≫

AEDの操作方法や緊急蘇生方法の講習会を実施していますか。該当する項目に「１」を記入して

≪Q３-１で「実施している」と回答された学校にお聞きします。≫

平成29年度及び平成30年度の講習会の実施状況を記入してください。

≪Q１-１(シート1)で「校内にAEDを設置している」に回答されなかった学校にお聞きします。≫

AEDを設置する予定はありますか。該当する項目に「１」を記入してください。



緊急災害に対する取組みに関する調査（調査票4）

0

0

0

【Ｑ４ 緊急避難場所・避難所の指定状況について】

Q４-１

Q４-２

締結している　   ⇒ 協定書の写しをご恵与ください。

締結していない

わからない

Q４-３

指定を受けていない　⇒ Q4-10、Q4-11、Q4-12、Q4-13も回答してください

Q４-４

締結している　   ⇒ 協定書の写しをご恵与ください。

締結していない

わからない

学 校 名

ご 担 当 者 名

連 絡 先

貴校は、市町村から緊急避難場所として指定を受けていますか。該当する項目に「１」を記入してくだ

さい。

（緊急避難場所：災害が発生し、又は発生するおそれがある場合にその危険から逃れるための避難

場所として、洪水や津波など異常な現象の種類ごとに安全性等の一定の基準を満たす施設又は場

所として市町村長に指定されたもの）

≪Q４-１で、緊急避難場所として「指定を受けている」と回答された学校にお聞きします。≫

緊急避難場所の指定を受けるにあたり、市町村と協定書を締結していますか。該当する項目に「１」

を記入してください。

指定を受けている　   ⇒ Q4-2も回答してください

≪Q４-３で、避難所として「指定を受けている」と回答された学校にお聞きします。≫

避難所の指定を受けるにあたり、市町村と協定書を締結していますか。該当する項目に「１」を記入し

てください。

指定を受けていない

貴校は、市町村から避難所として指定を受けていますか。該当する項目に「１」を記入してください。

（避難所：災害の危険性があり避難した住民等を災害の危険性がなくなるまでに必要な間滞在さ

せ、または災害により家に戻れなくなった住民等を一時的に滞在させるための施設として市町村長に

指定されたもの）

指定を受けている　   ⇒ Q4-4、Q4-5、Q4-6も回答してください



Q４-５

学校施設を提供する　⇒ Q4-7も回答してください

市町村の備蓄物資を保管している　⇒ Q4-8も回答してください

市町村の備蓄物資の点検・更新等の業務を行っている

市町村からの求めに応じ住民を収容することとなっている

市町村からの職員の派遣が困難な場合に、学校として人的支援が求められている

その他（↓具体的に記載してください）

Q４-６

行っている

行っていない

わからない

Q４-７

校舎

体育館

運動場

その他（↓具体的に記載してください）

Q４-８

飲料水

食料

医薬品（マスク等の衛生用品を含む）

懐中電灯、ろうそく等

ヘルメット、防災頭巾、軍手等

寝袋・毛布（ブランケット類）

衣類

簡易トイレ

テント、シート類

その他（↓具体的に記載してください）

校舎等の鍵を避難所対応者に預けている　⇒ Q4-9も回答してください

≪Q４-３で、避難所として「指定を受けている」と回答された学校にお聞きします。≫

市町村から避難所である貴校に対し求められている役割はどのようなものですか。該当する項目に

「１」を記入してください。［複数回答可］

≪Q４-３で、避難所として「指定を受けている」と回答された学校にお聞きします。≫

避難所の運営等について、定期的に市町村と協議を行っていますか。該当する項目に「１」を記入し

てください。

≪Q４-５で、「学校施設を提供する」と回答された学校にお聞きします。≫

提供が予定されている学校施設について、該当する項目に｢1｣を記入してください。[複数回答可]

≪Q４-５で、「市町村の備蓄物資を保管している」と回答された学校にお聞きします。≫

保管している備蓄物資について、該当する項目に「１」を入れてください。［複数回答可］



Q４-９

校門の鍵

校舎の鍵

体育館の鍵

その他（↓以下の空欄に具体的に記載してください）

Q４-10

決めている

決めていない

Q４-11

指定を受けている　⇒ 指定を受けている学校名を記載してください↓


指定を受けていない

Q４-12

参加したい

参加までする必要はないと考えている

わからない

Q４-13

一般府民のための備蓄物資を保管していないこと

避難所でないため、援助物資等が到達しないおそれがあること

避難者の受け入れができないことを理解してもらえないおそれがあること

いったん受け入れると、避難してきた者に退去を求めることが困難であること

行政等からの情報伝達がこないおそれがあること

その他（↓以下の空欄に具体的に記載してください）

※調査票１～５すべてにご回答ください。

≪Q４-３で、避難所として「指定を受けていない」と回答された学校にお聞きします。≫

災害時に備え、市町村の防災担当者からの防災対策の説明や定期的な協議の場があれば、参加し

たいですか。該当する項目に「１」を記入してください。

≪Q４-３で、避難所として「指定を受けていない」と回答された学校にお聞きします。≫

避難所に指定されていない場合に、近隣住民や帰宅困難者の受け入れについて、学校として対応が

困難な点はありますか。該当する項目に「１」を記入してください。［複数回答可］

≪Q４-３で、避難所として「指定を受けていない」と回答された学校にお聞きします。≫

同一敷地内や近隣にある同一法人の学校が避難所として指定を受けていますか。該当する項目に

「１」を記入してください。

≪Q４-３で、避難所として「指定を受けていない」と回答された学校にお聞きします。≫

避難所に指定されていない場合でも、緊急災害時には、近隣住民が避難してくることが予想されま

す。その場合、学校としてどのように対応するか決めておられますか。該当する項目に「１」を記入してく

ださい。

≪Q４-５で、「校舎等の鍵を避難所対応者に預けている」と回答された学校にお聞きします。≫

預けている鍵について、該当する項目に「１」を記入してください。［複数回答可］



緊急災害に対する取組みに関する調査（調査票5）

0

0

0

【Ｑ５ 防災教育を中心とした実践的安全教育総合支援事業について】

Q５-１

検討中

Q５-２

その他（↓具体的に記載してください）

Q５-３

検討中

「３回」とされている回数が少なすぎる

「防災教育実践委員会」の設置など、手続きが煩雑

≪「高等学校・中等教育学校（後期課程）」にお聞きします。≫

貴校は来年度「災害ボランティア活動の推進・支援事業」の活用希望がありますか。該当する項目に

「１」を記入してください。

活用を希望している

活用を希望していない　⇒ Q5-4も回答してください

耐震化工事を優先しており、避難訓練の見直し等はその後になる

学 校 名

ご 担 当 者 名

連 絡 先

大阪府では「防災教育を中心とした実践的安全教育支援事業」を実施しております。

当事業の来年度の実施意向調査及び事業実施にあたっての課題の発掘のための調査です。

なお、本アンケートの回答は、来年度の貴校の当事業の参加の条件となるものではありません。

貴校は、来年度「学校防災アドバイザー派遣事業」の活用希望はありますか。該当する項目に「１」

を記入してください。

活用を希望している

活用を希望していない　⇒ Q5-2も回答してください

≪Q５-１で、「活用を希望していない」と回答された学校にお聞きします。≫

活用を希望していない理由として該当する項目に「１」を記入してください。［複数回答可］

既に、独自で学校防災アドバイザーを活用している



Q５-４

その他（↓具体的に記載してください）

Q５-５

検討中

Q５-６

その他（↓具体的に記載してください）

※調査票１～５すべてにご回答ください。

学校施設上、事業を実施できない（グランドを車が走ることができない等）

学校行事との調整がつかない

この手法での交通安全教室を本校の教育活動に位置付けるには課題が多い

貴校は、来年度「体験的教育技法を活用した交通安全教室推進・支援事業」の活用希望がありま

すか。該当する項目に「１」を記入してください。

活用を希望している

活用を希望していない　⇒ Q5-6も回答してください

≪Q５-５で、「活用を希望していない」と回答された学校にお聞きします。≫

活用を希望していない理由として該当する項目に「１」を記入してください。［複数回答可］

既に、学校単独で、同様の交通安全教室を実施している

災害ボランティアを本校の教育活動に位置付けるには課題が多い

≪Q５-３で、「活用を希望していない」と回答された学校にお聞きします。≫

活用を希望していない理由として該当する項目に「１」を記入してください。［複数回答可］

既に、地元市や学校関係団体を通じて、災害ボランティア派遣を実施している

既に、学校独自で、災害ボランティア派遣を実施している

学校行事との調整がつかない


